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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、戦略的人的資源管理研究の枠組みを用いて、HRMと組織業績との間
にある媒介・調整変数を明らかにすることである。現在のSHRM研究の関心は、その核心的命題であるHRMと組織
業績に介在する変数を理論的・実証的に明らかにする、いわゆるブラックボックス研究にあるといえる。
本研究では、戦略と人事の適合関係が従業員のモチベーションやコミットメントに影響を与えることで知られて
いる組織的公正にプラスの影響を与えることや、戦略と適合している場合にHRMが営業利益にプラスの影響を与
える一方で、適合していない場合にはマイナスに作用することを示すことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify the mediating and coordinating 
variables between HRM and organizational performance using the framework of strategic human resource
 management research. The current interest in SHRM research is in so-called black box research, 
which theoretically and empirically identifies the variables mediating between HRM and 
organizational performance, which is its core proposition.
In this study, we were able to show that the fit between strategy and HRM has a positive impact on 
organizational justice, which is known to affect employee motivation and commitment, and that HRM 
has a positive impact on operating profit when it is compatible with strategy, while it has a 
negative impact when it is not .
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人事は単に従業員を評価したり処遇したりすることではなく、戦略の実現に寄与すべき活動である。この点で、
戦略と人的資源管理の適合は、企業にとって重要である。本研究で戦略と人的資源管理の適合が、従業員の行動
に影響を与えることや企業業績に影響していることを示すことができたことは、今後の人的資源管理の設計や運
用に参考になる考え方を提供できたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
一般に、SHRM 研究は、①ベストフィット・アプローチと②ベストプラクティス・アプローチ、
に分けることができる（コンフィグレーショナル・アプローチを加えることもある）。いずれの
アプローチにおいても、HRM 施策が企業業績に影響を与えるとしている。Wright et al.（2005）
は 68 の実証研究を吟味し、HRM 施策と企業業績との関係について、因果関係を導き出すもの
はほとんどないものの、相関関係は確認できたとしている。ただし、その多くはベストプラクテ
ィス・アプローチの枠組みでなされており、垂直的適合の効果については一貫した支持があるわ
けではない（Wright & Sherman, 1999 ; Allen& Wright,2007）。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、SHRM（戦略的人的資源管理）研究の枠組みを用いて、「HRM と組織業績と
の間にある媒介・調整変数を明らかにする」ことであり、①戦略と HRM の適合が組織・従業員
に影響を与えるプロセスを明らかにする、②SHRM 研究の多様なバックグラウンドを反映した
分析枠組みを構築する、という下位目的に分けることができる。これらを端的にいえば、「戦略」
→「HRM」→「企業業績」を説明するために必要な媒介変数・調整変数はなにか？である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、①文献・資料の収集・調査、②企業の人事部および従業員に対するインタビュー調査、
③大量サンプルによるアンケート調査、を実施した。③については、企業の人事部を対象にする
企業調査とその従業員を対象にする個人調査を実施し、これらのデータを接合することで上記
の目的に沿った分析を実施した。 
 
４．研究成果 
研究計画作成時には想定できなかったコロナ禍によって、いくつかの調査が実施できなという
問題が生じたが、代替的な調査を実施することで、研究を遂行することができた。 
本研究の第 1の成果は、ベストフィット・アプローチに依拠した分析枠組みで、戦略と HRM の調
整効果を確認できたことである。従来は主にベストプラクティス・アプローチに依拠した実証研
究が多く、ベストフィット・アプローチでの実証研究では必ずしも説得力のある研究成果は多く
なかった。そこで、本研究では以下のような分析枠組みを構築した。その結果以下のような結果
を得ることができた。 
 

 
 
 

第 2に、戦略と HRM の適合が組織的公正に影響していることを示すことができた。組織的公正は



従業員のコミットメントや役割行動、その他重要な組織行動に営業を与えることが分かってい
る。この点で、戦略と HRM の適合と企業業績との間に介在する要因を解き明かす手がかりを示す
ことができたといえる。以下はマルチレベル分析の結果である。 
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